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記 念 謂 演 我 が 国 造 船 百 年 の 歩 み

元日本造船学会会長

東京大学名誉教 授 　元 良 誠 三

緒 書

　本日 は，我 が 国造船百年の 歩みとい うことで 講演 を

する事 に なりま し た が
， 時間 も隈 られ て い る こ とで も

あ り，と て も詳しい 話 は で きな い と思 い ますの で，こ

こ で は 日本 の 造船 業の 100年間の 推移 の ご くあらま

しをお話 し し，その 間 の幾つ か の トピ ッ ク ス を取り上

げてみたい と思 い ます 。 なお，時間の 関係で 当然紹介

すべ き個人あ る い は企業の 業績 に 言及出来 な い こ と も

多々 あると思 い ますが ご容赦くださる よ うお 願 い し ま

す 。

　造船学会の 前身 で ある造船協 会 が設立された ！897

年，即ち明治 30 年は，明治 27，28 年の 日清戦争 が

終わ っ た直後 で
， 造船 ， 海運 の 発 展 の 機 運 に あ りま し

た 。

　造船協会は こ の 機運に際 して 造船技術と造船事業の

発展，改良，隆盛を図る 目的で創立 され た 事 が 設立総

会で 発起人代表 か ら報告 され て い ます．

1　明治時代の 造船業

　明治時代 は 長 ら く鎖国状態 に あ っ た 我 が 国 が 西欧諸

国に 伍 して 生 きて い くため に
， 懸命 に 近代化 を目指 し

て い た時代で あ りま し た 。 その 当時の 海運 及び造船は

現代の機械産業 ， 電機産業 ， 航空産業 ， 通信産業 の
一

部を も包括 した 社会の 基盤 産 業 で あ り， 今 と は 比較 に

な ら な い ほ どの 重要性を持っ て い ま し た
。 明治政府 は

その 育成 の た め に ， まず外国か らの 枝術導 入 か ら始

め ，次い で国産に移行する方策を採 っ て い ます。造船

の 技術移転は，幕末 に オ ラ ン ダ が 長崎の海軍伝習所を

指導 した の に 始 ま り， 次 い で 慶応元年 （1865年） に

日仏技 術援助契約が成立 して ，1877年まで フ ラ ン ス

技術団 が来 日指導 し
， 1978年以降 は主 と して イ ギ リ

ス か らの 技術移転が行われて い ます。造船業は数多く

の 産業の 基盤の 上に 成 り立 っ て お り， 造船業 の 育成 は

また 同時 に 多 くの 関連工 業の育成に もつ な が っ て い た
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図 1　明治か ら昭 和初期に か け ての 造船量

　　 （文献 1），2），3｝，及び 6） に よる ）
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図 2　明治，大 正時代に 建造 された代 表的な船の シ ル エ
ッ ト

と い う こ と が言 え ます。

　当時の 造船業 の 状況 を見 る と図 1の ようで ， 明治

29年に航海及び造船の 奨励法 が 制定 さ れ て，そ れ ま

で 殆 どゼ ロ で あっ た鋼船 の建造が 増加 して ， 図 に 実線

で 示すよ う に 明治 30年 に は 5，000 トン，明治 31 年

に は 1万 ト ン
， 明治 37 年に は 2 万 トン に な っ て い ま

す。それ で も明治時代は まだ外国船 の 購 入 に頼 っ て い

て ，図 1 に 破線 で 示す ように 日清戦争の 頃に 9万 ト

ン
， 日露戦争の 頃に 18 万 ト ン 程 度 を購入 して い ま

す。当時…
， 世界 の 造船量は 年 100万 ト ン か ら 200万

トン で
，

そ の う ち 10％ 程度は まだ帆船 だ っ た時代で

あ り ます。

　 さて，この 時代に どんな船が造 られて い た か と百 い

ます と ， 図 2 に 見 る よ う に 明 治 4 年 に 日本 で 最初 の

鉄船 で あ る 新潟 丸 64GT が 建造 され て か ら僅 か 27

年後の 明 治 31 年，即 ち造船協会が 設立 さ れ た 翌年に

は ， 欧 州航路 の 常陸 丸 6，172GT （図 3 ）が 三 菱合資

会社長崎造船所 で 建造 され て い ます 。
こ の 船は それま

で 軍艦 と沿岸航路 に限られ て い た 日本 の 造船業が初め

て 外航船 に 挑戦 し た画期的な出来事 で ， 三菱 は技師や

工 員を イ ギ リス に 派遣 し て 技術を習得 させ 船台を拡張
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図 3　常 陸 丸
・
世

　　 総 トン数 6．172 トン ，速 力 且5．03 ノ ッ ト
， 明治 31 年三 菱

　　 合 資会杜長崎造船所建造。（写真提供，日本郵 

図 4　天洋丸 （地 洋丸，春洋丸 と同型）

　　 東洋 汽船の 大 平洋航路 の 客船 と して建造 され，後に 合併後

　　 日 本郵船 の 船 と な る。総 トン 数 13、402 ト ン ，速力 19．07
　　 ノ ッ ト，最大 出力 20．802馬力。明治 41年三 菱合 資会 社

　　 長崎 造船所建造。（写 真　文献 12）よ り｝

し て 新船 の 建造に備え て い ます。と こ ろが 常陸丸 の建

造に際 して ，ロ イ ド船級協会の イ ギ リ ス 人 駐在検査員

が鋲接手 の 仕上 が りに対 して ク レ ーム をつ け ， 造船所

で は 60 万本に 及ぶ 鋲を全部チ ェ ッ ク して，疑わ しい

もの は全部打ち直し ま し た が ，そ れ で も納得せ ず船級

登録 を拒否する と い う事件 が ありま した 。 結局 ロ イ ド

本社 か ら上級 の 検査員 を招ん で 検査 して もらっ た 結

果，鋲接手に は問題は無 い と言う こ とで 無事合格し駐

在検査員 は 罷免され ま した が，こ の ため工 期 が 7 カ 月

も遅 れ
，

船価 80 万 円 に 対 し 26 万 円の 損失 を出 し た

とい うこ と で す。日本 の 造船業 の 成長過程の ひ と コ マ

が うか が え る エ ピ ソ ード と言 え ま し ょ う。

　それ か ら 10 年後 の 明治 41年 に は 欧州航路の 客船

天洋丸，地洋 丸，春洋丸 13，454GT が 建造 さ れ て い

ます （図 4）。こ れ らの 船 は パ ー
ソ ン ス タ

ービ ン を装

備 し た 速 力 20．6 ノ ッ ト の 優秀船 で し た 。 昭和 3 年

頃 ， 既 に活躍を終え た 天洋丸 が 長崎港 に 赤銅 た 姿 で，

少 し傾い たまま係留 され て い て，私は 幼稚園 に 通 うの

に 毎 日 そ の傍を交通船 で 通 っ た の で 特に印象に 残 っ て

一 14一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

　　　　　酬脚邯席臼帰恥胤仰“r．…嘛　　　　　　　　　　　　　　　　　　劇「



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

我 が 国 遺 船 面年 の 歩 み ア91

艦 鰍
警拶鋤 ．漁

謡 議纛鷙 灘 警 ギ 声 ．

・掌 ，

図 5　 戦 艦 長 門 （昭 和 6 年 当 時）

　　 連 合艦 隊 旗艦 ，公 試排 水量 43．580 トン，速 力 25 ノ ッ ト，
　　 主 砲 40 セ ン チ 砲 8 門，大正 7年　呉 海 軍 工 廠建造。（写

　　 真　文献 4） より）

い ます。

　
一

方 ， 海軍艦艇 は 明治 30 年代初期の 海 軍拡張時代

は 殆 ど外国 か ら購入 してい て ， 日本海海戦時 の 旗艦三

笠を始 め 殆どが外国製で した 。 日本で 設計か ら総て 行

われ た の は大型艦 で は 明治 42
， 43年 に 竣 工 し た 戦艦

薩摩，安芸 19．300 ト ン が初め て で あ りま す。それ ま

で 造船 用 鋼材 は 殆 ど 輸 入 し て い ま し た が
， 安芸の 鋼材

は 全部八幡製鉄所製で した 。

　 なお ，明治 45 年 に は関西造船協会 の 前身 で ある造

船協会阪神倶楽部が設立 され て い ます。

2　大正時代の造船業

　　　大正時代は我 が 国 の 近代的な海運業が形成 された時

　　代 で，欧州航路の香取丸 ク ラ ス ，北米航路の は わい 丸

　　 ク ラ ス ，を始 め客船 が 多数建造 され た他 （図 2 参照），

　　外航貨物船 が 多数建造 されて い ます。 大正時代は ま

　　 た，海軍 の大規模な拡 張が行われ た時代 で あ りま し

　　 た。明治時代 に は軍艦 の 殆 どを輸入 して い ま し た が，

　　大正時代 に 入 っ て か らは
， 巡洋戦艦金剛以外 は 全部国

　　産 に 切 り替 え て い て ，建艦技術 の 進 歩の 速 さ に は 驚 か

　　 されます。日本の 主力艦隊は殆 ど大正時代 に形成 され

　　 たと言 っ て よく， イギリ スの 超 ド級戦艦の 出現 に対抗

　　 し て ，巡 洋戦艦，霧 島 ， 榛 名 ， 戦艦 扶桑 ， 山城，伊

　　勢 ， 日向 が 大正 4 年か ら 7年に か け て，ま た 戦艦陸

　　奥，長 門 （図 5＞が 八 八 艦隊計画 の
一

環 と し て 大正

　　9
， 10年 に 相次 い で 建造 されて い ます 。 八 八艦隊整備

　　の 費用は ，もし計画どお り完成す ると 7 億 6千万円 に

　　達す る とい うこ とで 国家総予算 15億円 を著 し く圧迫

　　す る事 が懸念 され ま した が ．大正 11 年の ワ シ ン ト ン

　　海 軍 軍 備 制 隈 条約の 発効 に 伴 い 戦艦陸奥 ， 長門 ， 及び

．　 航空母艦 に 転換 され た 赤城 ， 加賀を除 き中止 に な り，

　　国家財政 は救 われた代わ り， 世界大戦後の 不況 に悩む

　　造船業 に と っ て は 大打撃で，政府 は 民間会社 の 設備投

図　6　もんて びで お丸と国産デ ィ
ー

ゼル 機関

　　 大阪 商 船 南 米 航 路 客 船，国産 デ ィ
ーゼル 槻関搭載の 航洋

　　 船 第一
号 　大 正 14年 　三 菱 長崎 造船 所 建遭。（写 真提

　　 供，大阪 商船三 井船舶）

資に対 して補償をして い ます。建造中の 戦艦土佐が廃

棄処分に な り， 防御性能 の データーを 得 る た め 撃沈 さ

れ たの もこ の時で あります。

　大正時代は また我が国の 舶胴機関が発達し た時期で

もあり，大正 2年に は 我 が 国初の ギ ア
ードタ

ービ ン を

装備 し た安洋丸 が建造 され，大正 9年に は 我 が 国最初

の デ ィ
ーゼ ル 船音戸丸が

，
ま た 大正 14年 に は 我 が 国

初 の 国産デ ィ
ーゼ ル 機関を搭載 した外航船もん て びで

お丸 （図 6）が誕生 して い ます 。

　 さて
， 大正時代 の 造船量 を図 1 で 見 る と，外国か ら

の購入船は 破線で 示すように 大正 9 年以降は 殆どゼ ロ

に な っ て い て ， 大正 6， 7 年の 第一次世界大戦 の 頃 に

は 国内の 建造量 は 図 の 実線 の よ うに 60万 GT に 達 し

て 未曾有の 好況 を呈 し，船価が暴騰 し て戦前の 15倍
に 当た る トン当り 1千円に な っ た と言われます。大戦

時 に は また 世界的 に 鋼材が不足し た た め ， 大正 7年に

日米船鉄交換契約が結ばれて ， 日本は ア メ リカ か ら鋼

材の供給を受けて 新造船 をア メ リ カ に提供 し，余分の

鋼材 で 自国船 を造 っ て い ます。こ の 頃 の 日本の 造船量

は 世界 の 9％ 程 N とな っ て い ます。世界大 戦時の

ピーク を過 ぎて か ら は 急速に造船業 も落ち込み ，
ワ シ

ン トン軍縮条約の影響 もあ っ て，昭和 9年頃 まで 造船

不況 が続き ます。

　なお ， 大正 13年 に は西部造船会の 前身で あ る 九州

造船会 が 設立 され て い ます。
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図 7　 元良式 動 揺制 止装置

　　 必 要 な機 能 は 全 て 備 え て い る が，サ
ー

ボ モ ータ ーの 無い 時

　　 代で，フ ィン の 駆動 に蒸気 往復動機関を使 っ て い る ，（文

　　 献 14）よ り）

麹鰍 泄孅 ．製 7凶
　 　 唖 s

図 8 対馬航路 客船睦丸 及び フ ィ ン ス タ ビ ラ イザ
ー試験 結果。

　 　 ｛文献 14）よ り〉

3　大正時代に芽生 え た日本独 自の技術

　明治年間 は 日本の造船界は唯々欧 米の 先進技術 を習

得 し追 い つ くこ とで精
一

杯で した が，大正に 入 る と そ

ろそろ日本独自の技術が生まれ初め｛い ます。こ こ で

は そ の一つ の例と して ，
フ ィ ン ス タ ビ ラ イ ザ

ー （可動

翼型動揺制止装置）に つ い て述 べ て み た い と思 い ま

す 。
フ ィ ン ス タ ビ ラ イザ

ー
は大正 12 年に 三 菱造船会

社船型試験場の 元良信太郎技師 （当時，後に三菱重 工

社長） に よ っ て 発明 されま し た。この 装置 （図 7）は

対馬航路 の 陸丸 （図 8 ）で 試験 され ， 図 で 見るように

明 ら か な横揺れ の 減 少が認め られ ま し た 。 三菱造船会

社は 海 軍 で 採用 して もら うべ く試験 を依頼 し，海軍 で

は試験的に機雷敷設艇 に装着 して試験 をする事 に なり

ま し た。とこ ろが機雷敷設艇は敷設作業をす る ときは

4 ノ ッ ト程度に 減速 するの で ， 翼 の 動的揚力を利硝 す

るこ の装置 は十分に効果を発揮せ ず ， その 辺 の 理屈 の

分 か らない 乗組員 は 効果を認 めずと報告 した た め ， 海

軍は採用 しなか っ たとい うエ ピ ソ
ー

ドが あります 。 そ

の 後関釜 連絡船京福丸 に装備 されま したが ， 制御用 の

．ワ〕軸鼎

図 9　浅間丸 （龍田 丸と同型）

　　 日 本郵 船 サ ン フ ラ ン シス コ 航路客船，総 ト ン 数 16．947 ト

　　 ン ，速 力 20．7 ノ ッ ト，旅客 定 員 839名，昭和 4 年　三菱

　　 長崎造 船 所建造。（写 真提 供，日 本郵船）

サ ーボ モ ータ ーの 無 い 時代 で 図7の よ うに蒸気機関を

使 っ て い る た め，乗客か ら騒音 に つ い て苦情が出て い

ます。そ んな事もあ っ て 結局日本で は採用 され ませ ん

で し た 。 失望 した 三菱造船会社 は 特許 を イ ギ リ ス の

Denny　Br。 wn 社 に 売却 して い ます 。　 Denny　Brown 社

はそ の 後発達 した 自動縱御技術を取 り入れて 根気よく

改良を行 い
， 大西洋航路の 客船 を は じめ豪華ク ル

ーズ

船 に は 欠か せ な い もの に な る ほ ど普及す る ように な り

ま し た 。 発明元 の 日本 は Denny 　Brown 社 や 後 発 の

Sperry社 に特許料を支払 っ て使 っ て い る現状 で ， 早

すぎた発明の い い 例であり ， また外国で 評価さ れ な い

と信用 され な い と い う，
一
昔前の B本の 発明の 宿命 を

痛感 します 。

4　昭和時代の造船

　昭和時代 を，
1）昭和初期か ら終戦まで，2）戦後の

混乱期 と復興 期 ， 3）造船業 の 最盛期，4）第一次 オ イ

ル シ ョ ッ ク 後の 不況期，の 4 つ の ピ リオ ドに 分け て 概

観 して み たい と思 い ます。

　4．1　昭和初期か ら終戦まで

　昭 和 に 入 る と ， 昭和 3 年か ら 5年に か け て の命令航

路代替船建造助成 ，
昭 和 7 年 か ら 11年 の 船舶改善助

成 ， 昭 和 12 年 か ら 16 年 の 優秀船建造助成等の 海運 ，

造船助成が次 々 と打 ち出 され造船量 が増加する と と も

に
，

サ ン フ ラ ン シ ス コ 航路の 優秀船浅間丸 ク ラ ス （図

9），
シ ア トル 航 路 の 優秀客 船 氷川 丸 ク ラ ス

，

11，000GT ， 南米 移民 船 あ る ぜ ん ち な 丸 ク ラ ス （図

10）， 欧州航路の 新田 丸 ク ラ ス （図 11）， 戦前最高速

（23 ノ ッ ト） を誇 っ た 関釜連絡船金剛丸 （図 12 参照）

等私の 年代 の 記憶 に 残 る数 々 の 名船が誕生 しま した。
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図 10　あるぜ ん ちな 丸 （ぶ らじ る丸と同型）

　 　 　 大阪 商船 南 米航 路客 船 （移民 船），総 トン 数 12．755 ト

　 　 　 ン ．速力 172ノ ッ ト．昭和 14年　三菱重 工長崎 造船所

　 　 　 建造。｛写真提供，三菱重工｝

・　 氷 川 丸
、

鳥 海

最 k

t i f

昭和 、年 亠 一 』≧
猷

“gz9）

．幽 Lnm丸

．亠 』』」
金 硝 丸

　 　 　 あ る ぜ ん ち な丸

図 11 新田 丸 （八幡丸，春 日丸 と同型）

　 　 　 日 本 郵 船 サ ン フ ラ ン シ ス コ 航路 貨 客船，旅客 定 員 283
　 　 　 名．総 トン 数 17、150 トン ，速 力 22．4 ノ ッ ト．昭 和 15
　　　年　三 菱重工 長崎 造船所建造。（写真提供，三 菱重工）

また貨物船もそ の こ ろ国産される よ うに な っ た大馬力

の 舶用 デ ィ
ーゼ ル 機関 を搭載 した，北米航路の 高速貨

物船，い わゆるシ ル ク シ ッ プと称ばれた畿内丸 ク ラ ス

10．304DWT ， 速 力 18 ノ ッ ト （図 12参照） 及び
一

軸
一

機 の 先 がけ と な っ た霧島丸 ク ラ ス 9，937DWT ，

を始め 多数 の優秀船 が建造 され ， 黄金時代ともい える

好況 を呈 し ま し た。しか しな が ら優秀船建造助成 は 戦

時軍用転換を想定 したもの で ， 事実 こ れ に より建造 さ

れた客船群は航空 母艦 に改造 され て いずれも太平洋戦

争 で 海 の 藻屑 に な っ て い ます。華や か に 見 え る こ の時

代に も既 に暗い 戦争の 影 が しの び寄 っ て い た わ けで

す。

　一方 ， 海軍艦艇 の 増強 も国際情勢の 悪化に伴 っ て急

一 冨
辮

蜑
軸

　　　　
胸

　　　　
襯

　　　　
馳

　　　　　　　　樋原 丸

図 12 昭 和初期に建造 された．代表的な船の シル エ ッ ト

図 13　重 巡 洋 艦 鳥 海 （愛 宕 ，高 碓，摩耶 と 同 型〕

　　　俳 水量 13、350 トン ，速 力 34．25 ノ ッ ト，20 セ ン チ 砲 10

　　　門，昭 和 7 年　三 菱重工 長 崎 造船 所建造。（文 献 5） よ

　　　 り）

速に 行われ ， 既存の 戦艦群 の 大改造 お よび 軍縮条約 に

規制され な い 重巡洋艦群の 整備が 行われま した。特に

鳥海 ク ラ ス （図 13）， および最上 ク ラ ス は他国の 同 ク

ラ ス の巡洋艦 に く らべ て格段の 重装備 をもつ 極限設計

とも言 える艦 で し た。昭和 16年に は戦艦大和，武蔵

69．100 トン （図 14》が全海軍の 期待を集め て竣工 し

ま し た が
， 時 は 既 に 大艦巨砲時代 か ら航空機の 時代に

変わりつ つ あり，戦艦 と して の 威力を十分に 発揮す る

こ とな く， 航空機 の餌食に な っ て い ます。 私は長崎で

艤装 申の 武蔵 の 威容 を見た こ とがある だけに，造船屋

と して誠に残念な気 が します。

　太平洋戦争が始まる と既存の 貨物船が次 々 に 沈めら

れ ，そ の補充 と拡大す る戦線の 補給の 確保 の ため 軍 の

要請で 戦時急造船，い わ ゆ る船標船が 多数造 られ，終

戦颪前の 昭和 19 年 に は 175 万 ト ン に 達 し ま し た （図

1）。 改E型戦標船を大量に 造 る た め ， 三菱若松造船
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図 14 戦 艦 大 和 （武 蔵 と同 型 冫

　　 公 試排水量 69．100 トン，速 力 Z7．3 ノ ッ ト．主砲 46セ ン チ

　 　 砲 9 門 t 昭和 15年　呉 侮軍 工廠建造。（文献 4）よ り）

所 ， 播磨造船松 の 浦 工 場 ， 東京造船所 （石川 島造船所

主体），お よび川南深堀造船所等の量産工 場が造ら れ，

ブ ロ ッ ク 建造 や 流れ作業等の 画期的な工 法 が 試み られ

て い ますが，溶接に つ い て は 第四艦隊事件以来海軍 の

特 に 用兵側 に 根強 い 溶接不信があり， あ まり大幅には

使われ ませ んで し た 。 な お，こ の 時期の 世界 の 造船量

は ピー
ク で 1，388 万 トン で ， そ の うち ア メ リ カ は

1，157 トン を建造 して い て ，しか もか な りの 部分 が 全

溶接船 に 近 か っ た こ とが 終戦後 に 判 っ てい ます。

　4．2　戦後混乱期および復興期

　1945 年 ， 即 ち昭和 20 年 に 終戦 に な る と，造船業 は

連合軍総司令部の 管轄下 に 置 か れ ， 残存の 造船能力

80万 トン ノ年を 15 万 F ン／年に減少する とい う厳しい

方針が出 され，また工 員 も復員し な い こ ともあ っ て
，

各造船会社は船の 修繕や慣れ ない 農機具や鍋釜まで 作

っ て 露命をつ な ぐ有り様 で した 。 しか しその 後の 米 ソ

の 対立 に よっ て 占領軍 の 政策が変わ っ たの と， 国内の

食糧事情の打開の た め順次規制が緩和 されて ， 昭和

21 年 4 月に は 124隻の 戦時標準船 の 建造続行 が，また

同年 11 月 に は 28隻 の 漁 船及び小型客船 の 建造が許

可 され，さ らに 計 画 造 船 が 許 可 され て，造 船 業 も よ う

や く立 ち直りの 兆 し を見せ て きま した。日本 は 戦争 に

より商船 の 80％ を失 い海運は壊滅状態に あ りま した

の で ， そ の 再建の ため ，日本政府は海運，造船の補助

政策を と る こ と と な り ， 昭和 23年か ら実施 され た 第

1 次 か ら第 23 次 に 至 る 計画造船 は ，

・
復 興 資金 ，ア メ

リ カの 対日見返 り資金，開銀融資等の 資金手当を背景

に 造船 及び海運業 の 復興 に 大 きな力 となりま した （図

16 実線参照）。

　昭和 24 年 に 1 ドル 360円の 固定為替 レ
ー

トが設定

され たの を機に我が国の造船業始ま っ て以来の輸出船

受注 が 始 まり，
25 年の 朝鮮動乱 ， 31 年の ス エ ズ 動乱

を き っ か けと して輸出船 が急増し，以後 の 造船 ブ ーム

へ と移 っ て行 きます 。 図 15か らも この 辺 の 事情が う

か が え ます 。 なお，最初の 輸出船 は ノ ル ウ エ ー向け の

捕鯨船 で した。

　 4．3　全　盛　期

　昭和期の 造船量 の 推移 を示す と図 15の ように な り

ます 。 昭和 25 年に勃発 した 朝鮮動乱を機に 立ち直っ

た 我 が 国 の 造船業 は 31年 の 第
一

次 ス エ ズ 動乱 に よる

タ ン カーの需要の 急増に よる第一次造船 ブーム ，その

後の 不況を経 て 昭和 38 年 を ピーク と す る 第二 次造船

ブーム と山谷を繰 り返 しなが ら も急成長 を遂げ て 昭和

31年に はそれまで 世界 に 君臨 してきた英国 を抜い て，

造船量世界
一

と な り，さら に 昭和 49 年，50 年 に は 遂

に年間建造量が世界の 50％ を超 え て い ます。こ の 間

の 輸出船 と 国内船 の 比率 は 図 16 の よ う に な り ま す 。

昭和 30 年代 は 日本経済 が 立 ち直 っ た 時期 で は ありま

すが ， まだ外貨準備も少な く， 造船業は外貨獲得の花

形 と して ，ま た 数少な い 世界水準の 工 業と して 日本経

済 の 立 ち颪 りに 大 い に 貢献 しました。実際 ， 昭和 3正

年か ら昭 和 34 年に か け て H 本 の 年 間 総輸出額約 28
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図 16　国内船 と輸出船の 比率 （文献 7）に よる）

億 ドル に 対 し
， 船舳の 輸出は 10％ を超 え る 3 億 5千

万 ドル に 達 して い ます。

　この 時期 に 造 られ た 船 の 特徴 は
， 世界的 に エ ネル

ギー源 が 石炭か ら石油 に 転換 され て い っ た の を反 映 し

て オ イ ル タ ン カーが 急増 しそれ にバ ル ク キ ャ リヤ
ー

（ば ら積み貨物船） を加 え た イ ン ダ ス ト リ ア ル キ ャ リ

ア ーが 大部分で ，船型 の大型化が 目立 っ て い ま す。特

に タ ン カーは，ス エ ズ動乱以来 ス エ ズ運河 を通 らず ア

フ リ カ 南端を迂回す る もの や ， 中東 か ら 日 本向 け の も

の が 増 え て きた た め，急速に大型化 し，図 17の シル

エ ッ トに見る よう に そ れ まで 4’v7万DWT が 最大で

マ ン モ ス タ ン カ ー
と呼 ばれて い た の が

， 昭和 34 年 に

世界 に 先 が け て Universe　Apollo　11．4万 DWT （NBC ）

が 初 め て 10 万 DWT を超 え る ジ ャ イ ア ン ト タ ン カー

と し て 登場 し，昭 和 37 年に 日章丸 13，2 万 DWT

（佐世保 重 工），東京丸 1538 万 DWT （IHI＞ と続 々

10 万 DWT 台 の タ ン カ
ーが 建造 され ま し た。つ い で

昭和 41 年 に は 世界 で 初 め て の 20 万 DWT を超 え る

巨 大 タ ン カー （VLCC ） 出 光丸 20．6万 DWT （IHI）

が 建造 され ， 昭和 48年 に は 50万 DWT を超 える超
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図
「
19　タ ン カーEsse 　Atrantic

　 　 　載 荷重量 508，731 トン ，昭和 51年 　H立造船 有明工場

　　　建造。 （文献 7｝ より）

 

O　　　　　　　LOO　　　　　　　跏 　　　　　　　3UU　　　　　　　鯛 0　　　　　500昂

図 17　 タ ン カ
ー

の サ イ ズの 変遷

図 18 タ ン カーGlobtik　Tokyo
　　　載荷重 量 483．664 トン ．（改 造 後 54 万 トン） 昭 和 48年

　 　 　IHI 呉第一工場 建造。（文献 7＞ よ り）

巨 大 タ ン カ
ー
　（ULCC ） Globtik　Tokyo （IHD　（図

18）が出現 して い ます 。 その 後も日本で 建造 され た 最

大 の タ ン カーと 言 わ れ る ESSO 　Atlantic　51 万 DWT

（日立造船）（図 19）や改造後世界
一

と言 われ る Sea−

wise 　Giant　56 万 DWT （住友重機建造 ， 後 に 日本鋼

管で 改造》等が建造 され て
， 大型化は止 ま る こ とを知

らない ように 見えま した 。 図 17 に見る ように 如何に

大型化が急速 に 進ん だか が 分 か ります。事実，こ の 時

期 ，
100万 ト ン タ ン カ ーの建造 も本気 で検討 され た の

で あ り ます （図 35 参照）。しか しな がら ， 油流出事

故防止 の ための タ ン カ ーの タ ン ク サ イ ズ規制の 国際条

約の 発効と昭和 48 年の オ イル シ ョ ッ ク の 影響 で ，幸

か 不幸か 100 万 トン タ ン カーは 実 現 し ませ ん で し た。

　 タ ン カーの 大型化に つ れ て
，

バ ル ク キ ャ リア ーの 大

型化も進み ，
パ ナ マ 運河を通行で きる最大船型で ある

パ ナ マ ッ ク ス 型 （約 6 万 DWT ） を遥 か に 超 え る 20

万 DWT の もの まで 出現 し ま し た （図 20 参照）。ま

た，貨物船 の 専用化 が 進 ん だの も こ の 時期の 特徴で ，

コ ン テ ナ輸送 の 普及に より大型の 専用 コ ン テ ナ船 が 多

数国内向け お よび輸出向け に 建造 され て い ます （図

21）。一
方，自動 車の 輸出の 伸び に っ れ て 自動車専用

輸送船 （PCC ，図 22）が多数建 造 され る よ うに な り ，

ま た 国内 の 自動車の急増に伴い 長距離カー
フ ェ リ

ーが

普及 し た の もこ の 頃です （図 23）。また製紙用パ ル プ

の 原料で ある木材チ ッ プ専用船 も登場 し ま した。こ れ

らの 甲板開口部の 大きな新形式船 の 開発 に は
， そ の 頃

実用され始め た有限要素法 （FEM ）が 威 力を発揮 し

て お り ， その 後 も構造解析の 主力武器と な っ て い ま

す。

　変わ っ た もの と して は ， 製紙 プ ラ ン トバ
ー

ジが 田 1
で 建造 され ブ ラ ジ ル に 曳航 して 据え付け られ て い ま

す。こ の他，原子力船む つ が建造 され，高度自動化船

等 が 開発 されて い ます （図 20 参照）。
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町ヨ 』凵 』

自動車運鍛船

　 原子力船　む っ
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　　　一

般貨物船

泌
　　　 讃岐丸 （1955）

・ ン テ ナ 船
四 』 凹 凹 凹 心

LNG 運搬

塵
瓢 蜘

鉱 石運搬船

些

図 22　PCC 第 10　トヨ タ 丸

　 　 　 川崎 汽船所属．截荷重 量9．148トン ．速 力ig．8ノ ッ ト．昭 和

　 　 　 45年　川崎 重工 禅戸 造船所建造。（写 與提供，川崎 重工）

04 loem 2DOm 3eo閥

黼

図 20 全盛 期 に 建造 され た船 の シ ル エ ッ ト

図 21 コ ンテ ナ船 もんぶ らん 丸

　　　 商船三 井所属，L406TEU ，載荷重量 28，849トン ，速 力

　　　 25．2 ノ ッ ト，昭 和 49 年　三 井造船玉 野 造 船所建 造。（写

　　　 真提供 t 大阪 商船三井船舶）

　一
方 デ ィ

ーゼ ル 機関の 高馬力化と効率の 改善が ます

ます進 め ら れて デ ィ
ーゼル 船 の 割合が庄倒的 に 増 えて

い ます。昭和 30 年に は 三 菱重工 が 開発し た 過給機付

き デ ィ
ーゼ ル UE エ ン ジ ン を搭載 し た 高速貨物船讃

岐丸 ク ラ ス （図 24）が竣工 し て い ます 。 造 船業は こ

の よ うに して ， 昭和 31年 か ら引 き続 い て 造船量世界

一の 座 を占 め．世界の 50％ を超 え る 最盛期 を迎 えま

し た が
， 後半期 に は 過当競争気味に な っ て き て，低船

価 で 受注 せ ざる を得ず，い わ ゆ る 利益 な き繁忙 と い わ

れ る 時代 を迎 え つ つ あ り ま し た 。

図 23　 カ
ーフ ェ リ

ー
　 さん ふ らわ あ

　　　 日本高速 フ ニ リ
ー
所属，総 ト ン 数 11．312 ト ン

， 速 力 24

　　　 ノ ッ ト，昭 和 47年　川崎 重工神戸造船所建造。（写真提

　　　供，川 崎重工）

つ’
  岬 残 　1懲鱒三巍無 鶏 1壽黷 麟 憧嚼 鴻 ぐ ビ ？

t ’t

　鶴 処
’

ゼ 孥 償 》 薦 1欝 謹鍵 鱒鍵 鍵麟争終 ，　E
’
［

… 慰 ∴ 輪 臟 建ζ繹無諏 鐸繃 瀦 黙 蘇 、鶏 詫 紅

図 24 讃岐丸

　　　 日本郵船 S ク ラ ス 貨物船，載荷重量 1L611 トン，速 力

　　　20．69 ／ v ト，主機 DMHI90EC75 〆150　12，eOO馬力，昭 和

　 　 　 30年　三 菱重 工 長崎 造 船 所建造．（写 真提 供，三 菱 重工 ）
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　4．4　造船業 の 急成長 と繁栄を支え た造船技術 の 革

　　　 新

　1 ）　建造技術 の革新

　日本の 造船業が戦後驚異的な急成長を遂げ世界
一

の

造給国に な っ た背景に は．戦前に培われた民間の 高い

造船技術と旧海軍工廠の建艦技術の 遺産が あっ たこと

は 勿論 で す が
， 戦時 中に 生 じ た 欧米各 国 と の技術格

差，特に溶接技術の 立 ち後れ を取 り戻すた め に 造船界

が一
致協力 して 努力し た賜 で あると思 い ます 。 こ こで

はその 努力と，その 後の 自主開発の跡を振 り返 っ て み

た い と思い ます。

　戦時中ア メ リ カで は 戦時標準船 の 建造に電気溶接を

大幅 に 採用 し， リバ テ ィ
ー

船 の 低温脆性 に よる折損事

故等数々 の事故を経験 しなが ら溶接技術を発展させ ，

戦争の 後半に は 殆 ど全溶接船 に な っ て い た こ とが ，戦

後に な っ て 分か り ま し た 。

一方，日本で は戦時中標準

船 の 大量建造にブ ロ ッ ク 建造方式や流れ作業 方式等新

しい 方法を試み て は い ま した が ，第四艦隊事件以来海

軍が溶接採用に消極的であ っ た こ ともあ っ て，溶接は

20％ 位 しか使わ れ て い ま せ ん で した 。 従 っ て 坦界 の

造船界 に 伍 して輸出船 を受注するためには ， ア メ リカ

の 溶接技術の 水準に早急に追い 付 くこ とが不可欠で あ

りました。

　i） 学習と技術移転

　 こ の 役割を果た した の が ， 昭和 21 年に 造船協会に

設置 され た 鋼船 工 作法委員会お よび電気溶接委員会

（後 に 溶接研究委員会） で あります e 前者は現場 の プ

ラ ク テ ィ ス を，後者は溶接の 基礎技術 （材料 ， 溶接

法 ， 損傷原因解明等） を担 当 して 目覚 ま しい 成果を挙

げました。なかでも鋼船工作法委員会は故吉識雅夫教

授 （当時 ， 後に東大名誉教授 ， 理科大学学長 ， 日本学

士院会員）を委員長と し
， 造船各社の造船工 作部長ク

ラ ス を委員とする極め て ユ ニ ーク な 委員会 で ，各造船

所 の持ち回 りで 開催され ， 各社 の 造船 工 作 に 関す る 経

験 ， 問題点 ， 新たな工夫 ， 発見等を洗い ざらい披露 し

て 討論 し改善を目指すもの で
， 日本の造船技術の急速

な発展に大 きな寄与を しま した。企業 が ノ ウハ ウをさ

ら け出すとい う こ と は他業種で は一寸考え られ な い こ

と で す が
， 相手 が そ れ ま で 未知 で あ っ た 世 界 の 造 船 界

で あ り， また需要 は無限 に 有 っ た か らであ りま しょ

う 。 ま た 昭和 27 年に 運輸省の 肝煎 りで 設立 され た 日

本造船研究協会の 各研究部会は産学協同 の実を挙げ，

大 い に 貢献 し ま した。こ の 種 の 共同研究 は その 後 も造

船 学会 ， 造船研究協会等の 場 で 続 け られ ， 諸外国 か ら

日本の造船業 の 特質とも做 されてい ます 。

一方，呉 の

図 25　1日呉海軍工廠 （現 田 1呉工場）の 戦艦 大和が 建造 され た

　 　 　 ドッ クで 大 型 タ ン カーが建造 され て い る と こ ろ，（写 真提

　 　 供 田 D

旧海軍 工 廠 を ア メ リ カ の NBC ．（National　Bulk　Car−

rier 　Co．） が B 本政府よ り貸与を受 け て，ア メ リ カ 流

の 工作法で大型 の タ ン カ ーや 鉱石船 の 建造 を行 う こ と

に な り，貸与の 条件に従 っ て技術の 公 開 が行われ た こ

とか ら，旧海軍工廠 の 優れた技術者や 工員を通 じ て技

術移転 が 行 わ れ た こ と は その 後 の 日 本の 造船業 の 発展

に 極め て 大 きな意義をもっ て い ます。播磨造船所より

参加 し た 真藤恒技術部長 （当時， 後に IHI 社長，

NTT 社長） は ，
　 NBC 方式に 加 え て区画別艤装方式，

工程別予定表の作成等の 画期的な建造方式を確立 し 同

氏の IHI移籍に伴 い そ の 後 IHIが タ ン カーの 大型化

に リ
ーダー的役割 を演 じる原動 力とな りま した 。 図

25は呉 の 旧海軍工廠 で戦前戦艦 大和が建造 され た ド

ッ ク で大型 タ ン カ ーが建造され て い るとこ ろで す。

　ii》 建造方式 の変革とテ ン ポ

　上記の 学習 の 期間 を経 ， その 後の 自主開発も含めて

建造方式は急速 に溶接を主体と し た大量生産方式へ と

変容 して い っ た わけですが
， 項 目別 に その お よその 時

期 を拾 ・
っ て 見ます と 次 の よ う に な り ます （図 26 参

照）。

　a）　鋲接 より溶接へ の移行

　自動溶接機 （ユ ニ オ ン メ ル ト）が 昭和 26 年に 導 入

され ， さらに 40年 に は片面溶接 が 開発 され作業効率

の 向上 に威力を 発揮 しま した。

　ま た 溶接の 割合 は 図 の 破線 で 示 す よ う に 昭 和 23 年

頃 の 25％ か ら急激 に増 加 して ， 昭和 30年 以降 は

100％ に な っ て い ます 。

　b） ガ ス切断の採用

　昭和 26 年 に 自動 ガ ス 切断機 が 導 入 され ， 昭 和 42

年に は NC （数値制御） ガ ス 自動切断機 が 川崎重 工 及

び日立造船で それぞれ独自に 開発され，置ちに各社に
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図 26　建造技術の 変容

　　　（主 と して 資料 1｝に よ る，昭 和 25年か ら 30年まで

　　　の 船殻 加工 生産性指 数 の 鱸 は 文献 11｝ よ り引用）
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図 27　大 型 ブ ロ ッ ク の 例

　　　船尾ブロ ッ ク 約 300 トン を吊 り上 げ た と こ ろ。（写 真提

　　　供，三 井造船）

普及 し ま した。

　c）　 ブ ロ ッ ク 建造方式の導入と開発

　溶接を主体と した ブ ロ ッ ク 建造方式は 昭和 25 年 か

ら 30年に か け て導入 され ， 各社 それぞ れ の 工 夫 を 加

え つ つ ，また船 の 大型化に つ れブ ロ ッ クの サ イズ も変

遷 を経つ つ 定着 して い きました。図 27 は ブ ロ ッ ク建

造 の 例 で ， 図 28 は 戦前の 肋骨鋲接建造 の 風景 を示 し

た もの ですが ， 今昔の 感 に 耐えませ ん。ま た 昭 和35年

に は ，作業性の 良い 下向き溶接 の メ リ ッ トを生 か した

ロ
ー

タ ス シ ス テ ム が 三 井造船 で 開発 され ，
ユ ニ ーク

な施設 と し て注 目され て い ます （図 29）。

　d） 先行艤装の 導入と開発　　　　昭和 35 年〜

図 28　昭和初期の 肋骨鋲接建造風景 （浅間丸）

　　　（万 有科学 大系，船舶よ り）

　各ブ ロ ッ ク に 予 め機器類 や 配管 を設置 してお く先行

艤装は作業効率 の 向上 に 極 め て効果的な方法 で ， 昭和

35 年頃 か ら始め られ て い ます。

　e ）　品質管理 の 導 入 　　　昭 和 27 年一昭和 37 年

　ブ ロ ッ ク建造に伴い 各ブ ロ ッ ク の 寸法精度 を揃 え る

必要か ら割 に 早 い 時期 か ら各工種の 作業の 標準化が行

われま した が ，本格的な品質管理 は 昭和 37 年頃 か ら

行 わ れ て い ま す 。
．

　f＞　作業合理化 の 推進 （コ ン ピュ
ー

タ
ー

に よ る 工程

管理）　　　　　　　　　　　 昭 和 39 年頃より

　iii） 建造船の 大型化 とブ ロ ッ ク建 造方式移行に 伴
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図 29　ロ ータ ス 組立 シ ス テ ム （写真提供，三 井造船｝

う設備投資

a ） 船台の 拡張 と組立 ヤ ードの 整備 昭 和 29〜35年
大型 ク レ

ー
ン の 設置

　 レ ーン ｝

レ
ー

ン ｝

”

（第
一

次 ， 大型 タ ワ
ー

ク

　　　 昭和 29−−40年

（第 二 次 ，
ゴ ラ イア ス ク

　　　 昭和 40〜49 年

　　　大型 ビル デ ィ ン グ ドッ ク の 設置 昭和 35〜49年

　建造船の 急速な大型化に伴い 各祉と もゴ ラ イ ア ス ク

レーンを備えた ビル デ ィ ン グ ドッ ク の 新設を行 い まし

た。図 30に は タ ン カ ーサ イ ズの変化と建造 され た ビ

ル デ ィ ン グ ドッ ク の サ イ ズ の 変遷が 示 し て あります。

三井造船千葉工場 ， IHI横浜工 場を皮切りに 20 万 ト

ン ク ラ ス
，
30 万 トン ク ラ ス

， 50万 トン ク ラ ス と急速

にサイズ の 大 きな ド ッ ク が建造 され て い て，遂に 昭和

47 年か ら 49 年に か け て 三 菱香焼，日立有明，IHI 知

多等 の 100 万 ト ン ク ラ ス の 超大 型 ド ッ ク が実現 し て，

造船量世界
一

を支え て お ります。

　iv）　建造技術の 革新による作業効率の 向上

　以上の よ う な一連の建造方式の 革新に伴 っ て 作業効

率 （生産性 ）が どの よ う改善 され て い っ た か を 次 に 述

べ ます 。

　 a ）　船殻加工工数 の減少

　図 26 に船殻加工 工 数 の 変遷 を船殼生産性指数の 形

で ， 昭和 25 年 を 100 と して 示 して あ り ます （図中実

線）。昭和 25 年 か ら 30 年まで の 値 は 南崎邦夫氏 の 著

書 （文献 11））より引用 し た もの で す ． 昭和 25 年か

ら 26 年に か けて の 急激 な減少は鋲接 か ら溶接 に 移行

したため で あ り，26 年 か ら 30 年に 至 る 4 年間 の 減

少 は ブ ロ ッ ク建造方式 の 導 入 や 大型 ク レ ーン の 設置 に

よるもの で あります。その 後 も先行艤装 ， NC ガ ス 切

断等の 採用 や大型 ド ッ ク の 設置等に よ り，工 数 が減少

し て い て ， 船 の 大型 化 もあ っ て ，平成 2 年頃 に は 昭

和 25 年の実に 1／25 程度に ま で 減少 し て い ます。

　b） 船台期間の短縮

　ブ ロ ッ ク建造方式の 発展 に伴 い
， 船台期間 も大幅 に

短縮 されて，図 26に
一

点鎖線 で 示すように，昭和 24

年頃は 10 カ 月 か か っ た もの が
，
35 年頃に は 5 カ 月

程度 に
， また 60 年に は 2．5 カ 月 に まで 短縮 され て い

ます。 しか もこ の 聞 に 船 の サイ ズ は約 10倍に な っ て

い る事を考えると ， 実質的な工期がい か に 短縮 され た

か が わか ります。船台期間の 短縮に より， 同
一
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図 30 建造 ドッ クの サ イズ の 変遷 （文献 7） よ り）
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図 31 理 論船 型に 対す る船 首 バ ル ブ の 効果 （上バ ル ブ付 き，下

　　　バ ル ブ無 し） （写 真提供，乾教授｝

健 造 ドッ ク）で建造 で きる隻数が増加 し大量建造が

可能に な っ た わけで す。

　 c）　工 費／コ ス トの 変遷

　生産性向上 の努力 の お蔭で ， 工費と コ ス トの比は急

激 な賃金 の 上昇 に も拘わ らず ， 23％ − 20％ とほぼ
一

定 を保 っ て い ます （図 56参照）。上記の よ う な 目覚

ま しい 生産性向上の 努力が無か っ た ら ， 日本 は とうに

造船国 か ら脱落 し て い た こ と で し よ う 。

　2 ） 設計技術の革新

　戦後の 我が国の 造船業 の 急速な発展は上述の ような

建造技術の 発展に負 う所が大 きく，短納期 ， 高信頼

性，及び超大型 タ ン カ
ー

の 建造技術 に よ り世界 の需要

を独占して きた わけで すが ， それ と共に それを可能 に

した設計技術 の 革新も見逃す こ と は で き ませ ん 。 こ こ

で は ，そ れ らの例と して 球状船首 （パ ル バ ス バ ウ〉と

大型 タ ン カ ーの 構造方式の 変革に つ い て 述べ て み ま

す 。

　 i）　船型開発 と設計技術

　船型 の 開発 は 所要馬力 の 低減 と して直接船 の 経済性

に 寄 与・す る た め，極め て 重要な事項で ，W ．　Froude

以降幾 多の 実験的お よ び理論的 な 研究が 進 め ら れて き

ま した が ，
こ こ で は 造波抵抗理論 の 実際的 な応 用例と

し て，乾崇夫教授 （当時，後に 東大名誉教授 ， 日本学

士院会員） が 理論的 に考案し た球状船首 （バ ル バ ス バ

図 32　くれ な い 丸 （バ ル ブ赫 き，上｝ と む ら さ き丸 （パ ル プ無

　　　し，下）の 並航試 験。くれ な い 丸 の船 首波は 殆 ど消 え て

　　　い るの に対 し，む らさき丸は船 首波が 砕けて 白波 を立 て

　　　てい るの が分か る。（文献 18）よ り｝

図 33　コ ン テ ナ船 の パ ル パ ス バ ウの 例 （写真提 供，三 菱重 工 ）

ウ）に つ い て述 べ てみ た い と思い ます 。 そ れまで も船

首に 膨 ら み を付ける と抵抗 が ある程度減 る こ とが経験

的 に 知 られて い て
， 理由もよく判ら ない ままバ ル バ ス

パ ウ と称 し て散発的 に 使われ て い ま した。乾教授は 昭

和 35 年頃 に 球 （二 重 吹 出 し｝ の 造 る 波 と，船体 （基

本的 に は 吹出 し） の 造 る波 の 位相が 逆 で ある こ と に着

目 して
， 船 首に球状の物体をつ け る こ とに より ， 主船

体 の 造 る波を打ち消 す こ と が で き る こ と を理論的 に 証

明 する と と もに ， 最 も効果的 な球状船 首の 設計手法を

確 立 し ま し た。こ の 理 論 は 図 31 の よ うに 模型実験に

よ り実証 され た 後，関西汽船の くれな い 丸 に 装着 され
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図 34　 山城 丸 皿世

　　　日 本郵船 Y ク ラ ス 貨物 船 ， 載荷 重量 12．896 トン ，速力

　　　22．45 ノ
ッ ト，13，000馬 力，昭和 38年　三 菱重工 艮崎造

　　　船 戸斤建造。　（文献 12よ り｝

て
， 同型船 で あ る む ら さき丸と並航させ て 実験 が 行わ

れ ，図 32 の よ う に くれ な い 丸 の 船首波が 殆ど消え て

い る こ とが実証 され る と と もに，実際に造波抵抗 が著

し く減少して い る こ とが 実測 され ました。乾教授の成

果 は
， たちまち全世界 に広まり，今で は 世界中の 殆ど

の船が大な り小 なりバ ル バ ス バ ウ を付け て い る と言っ

て も過言で 無い ほ ど普及 し ま し た 。 図 33には コ ン テ

ナ船の バ ル バ ス バ ウの 例が示 して あ りますe
一方，系

統的な模型実験の 成果の例と して は
， 三菱長崎船型試

験場で 開発 され た 山城丸 ク ラ ス （図 34） が あ り， 馬

力 が 25％ 低減され た と 語 り草に な っ て い ます。舶用

プ ロ ペ ラの MAU シ リーズ が ， 船研を中心 と し て 開

発 されたの も この 時期です。

　 ま た この 時 期 ，
ス トリ ッ プ 法 や 統計的手法を用 い

た
， 不規則 な 海洋波中の応答の 計算法や操縦性に 関す

る研 究が 画期的 に 進歩 し
， 船体設計の 有力 な 武器 と し

て 用 い られ て い ます が
， 時間 の関係で 残念なが ら詳細

は 割愛 し ます。

　ii）　構造設計法の 革新

　戦後の タ ン カ ーを始め とす る船舶の 急速 な大 型 化を

可能なら し め た要素を考え る際，構造設計法 の 革新を

見逃 すわ け に は 行 きませ ん．それ まで の タ ン カ ーの船

体構造は 細 か く仕切 られ た タ ン ク構造 が 大部分で し

図 35　 タ ン カ ーの タ ン ク 配 置 の 変遷

た。例え ば 1950年代に造 られ た 10 万 トン タ ン カ
ー

Universe　Apolloの 場 合 ，
タ ン ク の 数は 48 個に の ぼ

ります （図 35A）。 こ の ような構造の ままで は大型化

し よ うに も船体重量 が 大 きくな っ て し ま う た め ，大型

化 の 要求に応え る た め に は 新 しい 構造方式 が 必要 に な

っ て きま した 。 その ため ， 船殻構造 の 合理化 を達成す

る ための 努力が造船協会お よび造船研究協会の 場 で共

同研究と して 行われ ， その 結果生 まれたの が 東京丸 に

始 まる 196e年代 の 大型 タ ン カーで す 。 図 35B
，
　 C に

見 るように ずんぐりと し た形状 で ， 構造的に は隔壁の

間隔が広が りタ ン ク の 数も大幅に減少 して ， 15個 の

カーゴー
タ ン ク とな っ て い ます。この よ うな船型を開

発する に は，波浪荷重 の 見直し
，

タ ン ク 内 の 荷油の 挙

動 と その 影響の 解明 ， 高張力鋼の採用等数々 の 努力が

な され た外，鋼船規則の 改正 や 国際的に は IMCO

（現 IMO） の 基準 の 改正等並 々 な らぬ努力が払われた

との こ とで あります e 新 しい タ イ プを採用 した結果船

体重量 が 減少 し
，

ひ い て は 載荷重量 の 増加 ， 建造工数

の 減少をもた ら し，受注の増加に もつ なが っ た の であ

り ま す 。 現 在世界的 に も主流 で あ る こ の 方式 の タ ン

カ ーは 我 が 国で生み出 された もの であります。

　なお上述 の ような ， 日本 の 造船 の 急成長を支 え た技

術革新の 多くは ，昭和 33 年 に 設立 さ れ た 日本船舶振

興会 （現 日本財 団） の 補助 に より行われ た 共同研究 に

より生 み 出 された もの で あ り ， 岡財団 が造船関連 の技

術の発展と造船業の 活性化に果た した役割と功績は極

め て大きな もの が あります。
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図 36 護衛艦 こ ん こ う

　　　我 が国初 の イ
ー

ジ ス 艦．排 水量 7．250 トン ，速力 30 ノ

　　　 ッ ト，昭和 58年 三 菱重 工 長 崎造 船所 建 造。（写 真 提

　　　供，三 菱重 工 ）

図 38　LNG 運搬船 Golar　Spirit
　 　 　 日 本最 初の モ ス 球形 タ ン ク型 LNG 船，載荷 重 量 80、239
　　　 トン ，昭 和 56 年　川 崎重 工 神 戸「遣 船所 建 造 。（写 真提

　　　供，川崎重工）

厂
　　 ノ

図 37　海上保安庁巡視船 せ っ つ

　　　ヘ リ コ プタ ー搭載大型巡視船，排水量 3．334 トン ，速 力

　　　21．5 ノ ッ ト，昭和 59年　住友重機追浜工 場建造。（写真

　　　提 供，住 友重機 械）

　 4．5　オ イ ル シ ョ ッ ク 以降

　昭和 48 年に 起 きた第
一

次オイル シ ョ ッ ク は ， それ

まで 安価な エ ネル ギ
ー源と して 頼 り切 っ て い た 石油の

安定供給 を根本 か ら揺 るがすもの と して 全世界に 深刻

な打撃 を与え ま し た 。 石 油 の 海上輸送量 は オイル シ ョ

ッ ク を境 と し て 頭打 ち と な り，
そ れ ま で 石 油 の 消費量

の 伸びを見越して投機的に建造 された タ ン カ
ーの船腹

は 莫大な余剰を生 じ，
タ ン カーの需要は 当然急減 し

て
， 大型 タ ン カ ーの発注 はな くな り， 契約済みの もの

ま で キ ャ ン セ ル が 出 て
， 図 15 に 見 る よ うに造船量 は

激減 して い ます。 この 時期の 調査 に よれば
，

タ ン カ
ー

の 余剰船腹 は全世界 で 7，000万 トン と言われ ， 以 後

日本の み な らず世界の 造船業は深刻な不況 に 見舞われ

る こ とに な ります。運輸省は激減 した造船 の 発注量 に

対応し過当競争を防 ぐた め ， 造船能力を調整する事に

な り， 昭 和 55 年 に 37％ 減， さ ら に 昭 和 63 年 に

24％ 減の 造船設備処理 の 政策を実施 して い ます 。 こ

の 間造船各社は会社の 減量，ある い は陸上部門 へ の 転

換等 ， 生産性 の 向上 の た め の 必 死 の 努力 を払 っ て 不況

の 乗り切 りを図 りま し た。し か し な が ら，この 間 韓国

をは じ め ア ジ ア諸国の 追 い 上げ や 急激 な 円高 も あ っ

て
， B 本の 造船業に と っ て 造船業 そ の もの の 存続 の 意

図 39 石 油掘削 リグ Polar　Pioneer
　　　全天 候型大型 セ ミサ ブ リグ， 掘削深度 6，500 メ ートル ，
　　　昭 和 60年　日立 造 船 有 明工 場 建遣。（写真提供，日 立造

　 　 　 船 ｝

義 まで問われ る苦 しい 時代が続きま し た 。
こ の 時期 ，

海上 自衛隊 の 護衛艦 （図 36）や 200浬時代を迎 えて

強化 され た海上保安庁の 巡視船 （図 37） の 発注 は苦

し い 造船業 に と っ て は 救 い の 神で した 。 オ イ ル シ ョ ッ

ク 以 後は タ ン カ ーの 発注 が 激減 し ， 建造船種も多様t：

な っ て い ます。まず代替 エ ネル ギ
ー

と して天然ガ ス の

需 要 が 急増 し た た め ， 川崎重工 で 建造 され た Golar
Spirit （図 38） を皮切 りに LNG 運搬船 が 多数建造 さ

れ ま した。また
，

一
時期バ ル ク キ ャ リァ

ーが大量 に建

造 され て い わ ゆ る ミニ ブーム とな りま し た が，投機的

に大量 に 造 られ た た め 船腹過剰と なり， 63 年の 第 二
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図 40　．ヒ五 島 洋上 石油備蕎基地

　　　石 油 貯 蔵量 440 万キ ロ リ ッ トル ，昭 和 63年竣 工， そ憂

　　　 重工 長崎造船 所建造、（写 真提 供．上 丘島石油備蓄 会社｝

図 41 自島石 油備蓄基地

　　　石油貯蔵蠱 560万キ ロ リッ トル
， 平成 8 年竣 工，日立造

　　　船有明工 場建造。（写 真提供，白島石 油備醤 会 祉 〉

次不況を誘起 して い ます。

一方 ， 石油の 値上が りに伴

い 海底油田 の 開発 が 進 み ，石油掘削用 の リ グ （図 39）
が 多数建造 されたの を機に海洋開発 ブ ー

ム を迎 え た か

に 見 え ま した が
， 石油の 価格が落ちつ くに つ れ て，や

や ス ロ ーダ ウ ン して い る の が 現状で す 。 こ の 中 に あっ

て 石油国家備蓄の 一
環 として実施 された，上 五島お よ

び 白島 の 洋上石油備蓄 プ ロ ジ ェ ク ！・は それぞれ 98 万

m3 の 備蓄船 5隻，および 80 万 m3 の 備蓄船 8 隻 か ら

成 り，オ イ ル シ ョ ッ ク 直前 に 作 られ た巨大建造 ドッ ク

の容量
一

杯を使 っ た 巨大 プ ロ ジ ェ ク トと して 注 圏を浴

びました （図 4e， 図 41）。

　異色の もの と し て は ，昭和 37 年 に 南極 観測船 し ら

せ （図 42） が 日本鋼管 で 建造 され，昭和 56 年に は

SWATH （半 没 水 型 双 胴 船） シーガ ル （図 43）が 三

図 42　南極観 測船 （砕氷艦） し らせ

　　　 連 続 砕氷能 力 1．5 メ
ー

ト ル ，排 水 煢 11．600 ト ン．
　　　 30、OOQ馬 丿コ，昭 和 57 年　日本鋼管鶴 見造船 所建 造．（写

　　　 真提 f共，　　EI奉鋼管）

図 43 半没水型双 胴 船 シーガル

　　　総 トン 数 670F ン ，旅客定 員 402 名，最高速 力 27 ノ ッ

　　　 ト昭 和 56 年　三 井造船千 葉造船工 場建造，（写真提供，
　　　 三 井造船 ｝

図 14　 日本丸

　　　運輸 省航 海訓練所練習 船，総 トン 数 2．891 トン ，乗組 員

　　　70 名，訓 練 生 120名，航海 速 力 ！2、2 ノ ッ ト．昭 和 56
　　　年　住 友 重 機浦賀工場建造。（写真提 供，住友重機 ｝
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図 45　1990年代 に建造 され た 各種 の 船

井造船 で 建造 され て その 後の 双胴船 ブーム の 口 火を切

り， また 昭和初期に建造された練習船日本丸，および

海 王 丸 の 代船 （図 44） が 住友重機 で 建造され ， 不況

の 中に も
一

抹 の 安ら ぎ を感 じ させ ま し た。

図 46 旅客 船 ふ じ丸

　 　 　 大阪商船 三 井船艙の 豪華客船，旅 客 数 603名，総 トン数

　　　23、340 ト ン
， 航 海速 力 19．8 ノ ッ ト，平成 元 年　三 菱重

　 　 　 工神戸造船所建遣。（写真提供，三 菱重 工1

5　平成 から 21 世紀に 向け て

　昭和時代が終 わ り， 平成 時代 （1990年代）に 入 る

と そろそろ 21 世紀 も間近 に な っ て ，造船 界 が 21 世

紀で どの よ う に展開 して 行 くか が 気 に な っ て き ます 。

将来の 展望 に就い て は明日の シ ンポ ジウ ム で い ろい ろ

討議 され る と思 い ます の で
，

こ こで は 21 世紀 へ の つ

な が りを視野 に 入れつ つ 造船百年の 歴 史を締 めくくり

た い と思 い ます。

　5．1 概　況

　平成元年 に 深海調査船 し ん か い 6500が完成 し （図

45 参 照）， また 同年 に ク ル
ーズ 船 ふ じ丸 23．340GT

（図 46） お よび，お せ あ に っ くぐれ い す 5，218GT 、

（図 47） が 建 造 さ れ た の を 皮 切 り に
， Crystal　Har一

図 ∬ 　ク ル ーズ船 　お せ あ に っ くぐれ い す （Oceanic　Graee ）

　　　総 トン 数 5、218 トン．航 海速 力 18．O ノ ッ ト，平成 2 年

　　　 日本鋼管津製作所建造。（写真提供，日本鋼管）

図 48 ク ル
ーズ 船 Crysta1　Harmony

　 　 　 世 界最 大級，最 高級の ク ル ーズ 船．総 トン 数 48、621 ト

　 　 　 ン，航海 速 力 22，0 ノ ッ ト，旅客 数 960 名．キ ャ ビ ン 数

　　　480；平 成 2 年 　三 菱璽工 畏崎 造船 所建造。（写 翼提 供，
　 　 　 三 菱重工 ）
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図 49　クル ーズ船　飛鳥

　 　 　 B 本 郵船 の 我 が 国 最 大 の 豪 華 ク ル ーズ 船 ．総 トン 数

　　　28．717 ト ン ，旅客 数 584 名，航海速 力 21．G ノ ッ ト，平

　　　成 2 年　三 菱重工 長崎造 船所建 造。（写 真提供，日 本郵

　 　 　 船）

図 51TSL −A 飛翔

　　　 空 気圧 浮上型 高速貨物船 の 70 メ ートル 実 海 域 実験 船，
　　　 総 ト ン 数 1．427 ト ン ，載 荷重 量 F200 ト ン ，主 機

　　　 16．000馬力 ガ ス タ ービン 2基，最 大速 力 54．25 ノ ッ ト，
　　　 平成 6年　三井造船 及び三菱重工 で 建造。（写真提供，三

　 　 　 菱重工 ）

図 50　TSL −F 疾風

　　　揚 力複合 支持型 高速貨物船 の 17 メ
ー

トル 実海 域実験船，
　　　主機 3．800馬力，最大速力 4L3 ノ ッ ト，平成 6 年 　川

　　　崎重 工 神戸 造 船 所 建 造。（写 真 提 供，川崎 重工 ）

mony 　47，621　GT （図 48）， 飛鳥 28，
717　GT （図 49＞

等 の 客船が相次 い で建造されま した 。 な か で も Crys−

tal　Harrnonyは 世界最大級 ， 最高級 の クル ーズ船 で，

日本 どして は昭和初期 の客船群以来の大型客船の 建造

で，不況の 中に も華や か さ を与えま した。

　また
， 高速客船が次々 に建造されて

， 世界的 に高速

船時代の到来を感 じさせ ま し た。こ の 中に あっ て運輸

省の輸送の モ
ー

ダル シ フ ト政策 の
一

環と して ，テ ク ノ

ス
ーパ ー

ラ イナ ー （TSL ）プ ロ ジ ェ ク トが官民一体

で 実施 されま した 。 こ れ は速力 50 ノ ッ ト
， 航続距離

500 浬
， 貨物積載量 1，000 ト ン の 高速貨物船の 開発 を

目指 し た もの で ， 翼浮上型 （F タ イ プ） （図 50＞及

び ， 空気浮上型 （A タ イ プ ） （図 51） の 2 船型 に つ

い て 開発 が 行われ，それぞれ 17m 及び 70　m の 実海

が ぜ　やゴ　　
’

1：　
…

彦   消
「 轡 興 璽麟 鸚灘 噴

　 　 ；　   轟 　
鼎

｝

　　　　　ttげ

図 52 超電導電磁推進船ヤマ ト・1
　　　 シ ッ プア ン ドオ

ー
シ ャ ン 財団の 開発に よ る 世界最初の 電

　　　 磁 力權 進 船，畏 さ 30 メ ートル ，排 水星 185 トン ，最大

　 　 　 速 力 約 8 ノ ッ ト，平成 4 年　三菱重工神戸造船所建造。
　　　 （写真提 供，ン ッ プ ァ ン ドオーシ ャ ン 財団）

域実験船が建造されて
， 所期 の 性能 を発揮す るこ とが

確認 され ま し た。ま た ， A タ イ プ に つ い て は
， 実際

に 200 ト ン の貨物を積 ん で
，

デ モ ン ス トレ ーシ ョ ン

を兼ねて数 多くの実験航海を行 っ て実用に耐えるこ と

が実証 されて い ます。 ま た，電磁力を利 用 した新 しい

船と して．超電導電磁推進船ヤマ ト　
−1 が シ ッ プ ア ン

ドオ ー
シ ャ ン 財団 で 開発 され ， 実際 に電 磁 力 で推進 さ

れ る こ と を実証 して 注 目 され ま した （図 52）。

　
一方 ， 海洋空間 を利用 して ， 浮体構造 による海上空

港や ， 陸上 で は 立地 困難な各種構造物や 工場等の 計画

が検討 され，メ ガ フ ロ ート計画と して進め られ て い ま

す （図 53）。
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図 53　メ ガ フ ロ
ー

ト浮体モ デル

　 　 　 メ ガ フ ロ ート洋 上接合 実証実験 用 モ デ ル ．100m × 20　m

　　 の 浮体 9基 を 洋 上 で接合 して い る。（写真提供，住 友 重機）

〔百 万 GT）

25D

20．e

15．0

10．o

5．o

eo

2．000万 GT 程度が新造船の需要で，これを中心 に海

運 市況 や 海 上 荷動 き量 に より変動する と 考 えられ ま

す 。 また ， 海 上荷動 き量 は GNP が 1％ 上 昇する と

1．5％ 増え る とい われ ， 発展途上国の 成長や 旧 ソ 連圏

の 復興を考える と，海運お よび造船 の 需要は今後増す

こ と は あ っ て も減 る こ とは な く，そ の 意味 で 造船業 は

成熟産業で は あ る が
， 決 して 衰退産業 で は な くむ しろ

平均的 に は緩や か な 成長産業 と 言 え ま し ょ う。

　5．3　日本 の シ ェ ア の変遷と今後の見通 し

　図 55 に オ イ ル シ ョ ッ ク 以降 の 各国の シ ェ ア が示 し

て あ り ます。日本の シ ェ ア は，オイル シ ョ ッ ク後主力

と して い た タ ン カーの 建造 が殆 ど ゼ ロ に な っ た の と，

余剰設備や余剰人員 を抱え た た め の 生産性 の 低下の た

め 昭和 54 年 （1978年） に は 33％ と落ち込み ま した

が ， その 後企業 の ス リム 化 も進み ， 生産性向上 の 努力

も効果 を現 し て 1980年か ら 87 年に か けてはバ ル ク

キ ャ リア
ー

を主体とする ミニ ブーム を迎 え て 45％ か

ら 53％ ま で回復 し て い ます 。 そ の 後プ ラ ザ合意後の

急激な円高 に よ り コ ス ト競争力 を失 い 、昭 和 63 年

（1988年）に は 37％ まで 落ち，一方ウ オ ン 安 と設備

投資で勢 い に 乗 っ た韓国 は シ ェ ア を 29％ に伸ば して

日本 と韓国の シ ェ ア が最 も接近 し，韓国が 日本を追 い

抜 く勢 い を見せ ま した 。 しか しその 後 日本 は合理化に

よる生産性の 向上 を必死 に進め て 45％ 台 を回復し．

一方 ， 韓国は ウ オ ン 高や賃金 の 上昇で シ ェ ア が伸び悩

ん で 現在 23％ 程 度 に 止 ま っ て い ます。また 西欧諸国

は 1978年頃 か ら急速に シ ェ ア を落と し ま し た が ， 87

年頃か ら盛り返 し 18％ 程度を保 っ て い ます。今後韓

国は 盛 り返す こ とで し ょ う し．中国 も長 い 目で 見れば

確実 に 伸 び て 来 るで し ょ う。こ の 中に あ っ て，我が国

が来世紀 に 亘 っ て 現在程度 の シ ェ ア を保 っ て，造船世

界
一の座を保持で きる か どうか は ，勿論今後の 努力に
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図 54　世界の 新造船 建造 量 の推 移 と需 要見通 し （資料 2）に よ る）

　5．2 造船量の 推移と今後 の 見通 し

　平成年代 （1990年代）に 入 っ て か らは ， オイル シ

ョ ッ ク 前に 大量 に 造 られ た タ ン カ
ーの代替需要が出て

き て ，
1988 年を底 と して 世界的 に 造船量 が 増 え て い

ます 。 図 54 は 運輸省 の 資料 に よる我 が国の過去の 造

船量の 実績と 21 世紀に向けて の 見通 しで ， 大体 2000

年をピーク と して タ ン カーの代替建造を軸とする需要

が見込 まれ て い ま す 。 星印の プ ロ ッ トは 1990年以降

の 実績で，予測を上回 っ て い ま す 。 （こ れ は 見方 に よ

っ て は 需要 の 先取 りと も見ら れ ， その 反動 を警戒する

意 見もあります｝。い ずれ に せ よ，短期的に は需 要は

上向くと 見られ，運輸省 も設備規制 の 緩和 （運 用の弾

力化）を 96 年 8 月に 行 っ て，造船界もよ うや く明 る

さを取 り戻 し た とい え ます。　
』 ，

　世界の 造船量は 長期的 に 見 る と ， 世界の 100GT 以

上 の 全船舶約 4 億 GT （現在 4 億 8 千万 GT ） が 船

齢 20 年 で 代 替 建造 さ れ る とすれ ば，平 均 し て 年
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図 56 造 船 業 の 企 業 生 産 性 と工 費 ・
コ ス ト比の 推移 （文献 6｝

　 　 に よ る1

掛 か っ て い る わけ で すが，オ イ ル シ ョ ッ ク以 降 の 構造

不況の 中に あ っ て，不況 克服 の た め に 行われ た努力の

方向 は その ま ま 21 世紀 に向けて の 努力の 方向と一
致

すると思われますの で，こ こ で レ ビ ュ
ー

して み た い と

思 い ます．

　 5．4　不況克服 の 努力 と今後

　 1） 生産性向上 の 努力

　 昭和 39年 （1964年｝に コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

に よる 工程

管理 が導入 され て 以来，コ ン ピュ
ーターを用 い た 設計

（CAD ＞，建造 （CAM ） が 多用 され て 生産効率の 向上

に 貢献 して き た こ と は
， 図 26 に示 され た とお りで ，

企業内 の 配置転換や ス リム 化等 の 努力 も相俟 っ て図

56 に 実線で示 され るよ うに造船業全体の 生産性もオ

イル シ ョ ッ ク以前を上回 っ て 向 上 し て い ます e また コ

ス トに 占め る工 費の 比率も図 に ハ ッ チ で 示 す よ う に 賃

金 の 上昇をカ バ ーして，ほぼ
一

定 を保 っ て お り賃金の

低い 発展途上国 に 対 して も競争力を維持し て い ます。

　1990年代 に 入 る と さ らに 受注 か ら設計建造 まで を
一貫 し た情報化 コ ン ピ ュ

ータ ーシ ス テ ム で 処理す る

CIMS （Computer　Integrated　 Manufacturing　System）
の 開発 が シ ッ プ ア ン ドオーシ ャ ン財団 の 共同研究 プ ロ

ジ ェ ク トと し て 進 め ら れ，94 年 に はその 骨格と な る

部分 が完成 して
， 目下 各社 は 既 存の CAD ，　 CAM シ

ス テ ム に そ れを取 り入 れ つ つ 独自の 生産情報 シ ス テ ム

を作 っ て い ま す。さ ら に 21 世紀 に 向 け て 知識共有型

情報 シ ス テ ム （CALS ，
　 LINKS ）の 共同開 発 プ ロ グ

ラ ム も計画 されて い ます 。 こ れ らの シ ス テ ム はブル ー

カ ラーの み な らず事務系 お よび技術系 の ホ ワ イ トカ

ラーの 生産性を上げる効果が あ り企業生 産性 の 向 Lに

貢献す る もの と 期待 され て い ます 。 また 最近 は バ ーチ

ュ ア ル コ ーポ レ ー
シ ョ ン の 構想 も浮上する等，21 置

紀 は 情報化 シ ス テ ム が 主 要 な課題 と な る こ と は 間違い

ありま せ ん 。

　 2｝　需要開拓の 努力

　従来の造船の 需要 の 他 に 新 しい 分野で の需要を開拓

し ようとす る努力 が行われ て い ます。陸上部門 ， ある

い は海洋開発部門 へ の 進出 は その 主要な例で す が，そ

の 他 前述の 洋 上石油備蓄プ ロ ジ ェ ク トが 6．000億円

規模の 大プ ロ ジ ェ ク トと して不況時の造船界を潤 した

の を始 め，テ ク ノ ス
ーパ ー

ラ イ ナ ー （TSL ｝ プ ロ ジ

ェ ク ト
，

メ ガ フ ロ ートプ ロ ジ ェ ク ト等が官民協同 の プ

ロ ジ ェ ク トと して進め られており ， 今 後も海陸を リ ン

ク した輸送 シ ス テ ム と して需要開拓の 努力が続け られ

ると思 い ます。

　3 ）
“
売れ る船

”
の 開発

　船主 に と っ て種々 の意味で魅力の あ る船 を創 り，発

注意欲を喚起 し ようとす る努力も絶えずな され て い ま

すが，大別 して 次の よ う な 目標が あ ります。

　 a ）高性能
・
高経済船

　 b ）信頼性，安 全 性 の 高 い 船

　 c ）環境にや さ しい 船

　 d）安くて扱い や す い 船

　これ ら の 努力は 個 々 の 企業 は 勿論，造船研究協会，
シ ッ プ ア ン ドオ ーシ ャ ン 財団 ， 各種研究組合等で 宮民

協 同 の プ ロ ジ ェ ク トと し て 続 け ら れ て い ます 。 こ こで

は時間 も無 いの で 一々述べ ま せ ん が
， 船 の 性能

一
つ を

取 っ て 見 て も，こ こ 20年 の 間に，

　　船体重 量　　25％ 減

　　燃料消費量　4G％ 減

　　乗組員数　　10名減

等の 成果 が 得られて い ます。

結 び

　明治 30 年以来 100年 に 亘る我 が国 の 造船 の 発展の

跡 を振 り返 っ て きましたが ， 我が国の社会，経済の 基

礎 と して の 造船，海運業を確立す るた め に 努力 された

諸先輩の 叡智 と研鑽 の 上 に 今 日が あ る こ と を改 め て 痛

感す る思 い で あ り ます 。 こ れ らの ご努力を引 き継ぎ，

発展 させ る こ と が
，
21 世紀 に 向け て 我 が 国 が 造 船 世

界
一の 座 を守 っ て ゆ くため の 礎に な る もの と儒 じ ま

す。

　も っ と も，世界
一

と言 っ て も単 な る造船量 の シ ェ ア

で な く，付加価値の 高 い 船 や，ソ フ トや技術 の 有償供

与等 の 付加価値 を含め た売上高世界
一

を目指す べ きで

し ょ う 。 何 れ に せ よ，昭和 31年以来 40 年間 に 亘 っ

て 世界
一

の 座 を保 っ て きた こ と 自体，大 い に誇るべ き

一 32 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

我 が 国造船百年の 歩み 809

こ とで す し，こ の ような我が国 の 造船の 歴 史 ， 技術開

発 の ポ テ ン シ ャ ル
， 幅広 い 関連 工 業 の 基盤等 か ら 見

て ，と述 の 努力を怠 らな い 限り，我 が 国 が 21世紀 に 亘

っ て も造船世界
一

の 座 を守 っ て行 く こ とを確信致 し ま

す．た だ，唯一の気が か りは若 い 技術者養成 で す ．近

年各大学 の 造船科へ の 志望者数 が減少 して い る との こ

と で す が ，我 が 国の 造船 が 発展 し た 理由 の
一

つ が
， 優

秀な技術者 が 多数現場 に 配置 され て い た た め で あ る と

言われ る だけに，技 術者 の 数 の 減少 は ボデ ィ
ーブ ロ ー

の よ う に 徐々 に効い て くる の で は な い か と懸念 し ま

す．

　若 い 優秀な技術者を惹 きつ け る よ う な魅力あ る造船

業 に な る こ とを， 心 か ら念願 して 私 の 講演を終わ りま

す。

謝 　 　辞

　こ の 講演を準備 するに あた っ て は ， 船舶技術研究所

の 不破健，渡辺巌両博士 に資料の 蒐集 か ら．文章 の 添

削，および ス ラ イ ドの 作成 に至る ま で終始お 手痃 い を

頂 い た 。 こ の 記 念 講演の 大 役 を 無事 に 果 た す こ と が で

きた の も ，
ひ とえに 両氏の ご援助 と励 ま しの 賜 で あ る

こ とを銘記 して，厚く御礼申 し．ヒげる。また戦後の 工

作法の 変遷 に つ い て は 秋友素身氏 の 資料に よ る と こ ろ

が 大 きい 。こ こ に 謹んで 謝意 を表 した い 。また写 真を

は じ め 貴重 な 資料 を御提供頂 い た 三 菱 重 工 業 は じ め 造

船各社 ， お よ び 日本郵船 は じめ船会社各社 に 深 く感謝

の 意を表する。
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